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「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
大瀧神社・岡太神社の実地調査

情報についての課題 （インフォメーション、インストラクション、  コミュニケーションに関わるもの）

比較的新しいものの説明の無い塚（下宮）比較的新しいものの説明の無い塚（下宮）
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「誰に」「何のために」「何を」「どのように」「どう」伝えるかの方針やルールが未整備なため、ほぼ場内にある、インフォメーション、
インストラクションが機能していない。

■「ほんもの」感に紐付く情報提示の在り方

•

「歴史」「伝統」「重要」「神聖」といった価値観に基づくような、雰囲気、見栄え、形式等にやこだわりがなく、「ほんもの」感の醸成
　につながっていない。
•

維持管理についてのルールや予算化が計画的になされていないため、すでに用をなさないレベルの看板や案内がある。•

情報についての課題
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• 重複する内容の情報が過多である反面、全く情報のないものがあるなど情報量に偏りがある。

•提供されている情報の鮮度管理がなされていない。



「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
大瀧神社・岡太神社の実地調査

環境についての課題 （整理、整頓、清掃に関わるもの）

回廊内の目につく所に寄せ集められた機材や掃除道具（下宮） 回廊の天井からだらしなくぶら下がった電気コード（下宮）

腰掛下に放置されたバケツ、建物の穴に差し込まれた鎌（下宮）隙間に放置された脚立や額（下宮）下屋に積み重ねられた木材、放置された箱（下宮）

桟の上や、腰掛下に置かれた道具や掃除用具（下宮）
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すでに設けられているものの維持管理レベルは、企業における5S（整
理・整頓・清掃・清潔・躾）以上に、多くの来場者に対して施設が最低
限保証せねばならないサービスである。基本的な施設としての管理がで
きていない場所に「ほんもの」らしさは生まれない。国の重要文化財
という位置づけからも、施設の正しい維持管理は施設管理者の義務で
ある。上記の観点から、改善を行った方がよいものを例示する。



「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
大瀧神社・岡太神社の実地調査

環境についての課題 （整理、整頓、清掃に関わるもの）

景観を損なう作業道具と鮮やかなブルーシート（下宮） 社殿床下に置かれた資材（下宮）

乱雑に置かれたLEDライトのケーブル（下宮）様々に捨て置かれた廃材（下宮）そこここにたてかけられている不用品（下宮）

社殿床下に置かれた資材（下宮）
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「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
大瀧神社・岡太神社の実地調査

環境についての課題 （整理、整頓、清掃に関わるもの）

雑然としたひじり堂内（上宮）燃やしたまま放置されたゴミ（上宮）

社殿下に置かれている掃除道具（上宮）社殿下に無造作に置かれた廃材（上宮）

風情を損なう捨て置かれたブロック、
燃やしたまま放置されたゴミ（下宮）
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「重要」「貴重」といった「ほんもの」の土台となる価値観を醸成する以前に、そもそも、国の重要文化財としての整理、整頓がなされ
ていない。

■重要文化財としてあるべき状態の検討

•

そこここに5月の例大祭の名残とも、平常時のものとも判別のつかない資材や廃材が置かれており、大きく史跡価値を損なっている。例大祭にあれ
ほどおおくの関係者が集り祭事を行っているにも関わらず、後始末や常日頃の管理がなされていないのは管理運営に問題があるとしか思えない。
•

観光客に第一印象を与える新門・回廊も雑然としており、歴史史跡の一部であるという認識がない。また神社という性格においても、こ
のような状態は、「敬意」「感謝」という神社に対し自然と感じる価値さえ損なうものである。

•

環境についての課題
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上宮に関しては、管理倉庫がブルーシートで覆われひと際目をひく中で、乱雑を極めているため、極めて印象が悪い。また、神を祀ってある社殿
の下や周囲に資材や掃除道具を置くことは、やはり「敬意」や「重要」といった価値を大きく損なうものである。
•



「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
大瀧神社・岡太神社の実地調査

設備についての課題 （建物や付随物の管理状態や配置、
  

妥当性に関わるもの）

点灯しっぱなしのLED照明（下宮）切れた電球と点灯しっぱなしの照明（下宮）

壊れたままの柵（下宮）

割れた舗装、崩れた敷石（下宮）

色味がそぐわない上に錆びた消化器BOX、
崩れかかった排水路（下宮）

あるべき姿が不明な境内の外部床（下宮）
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ライフラインや照明、非常灯、安全設備、また祭事開催時の備品等は必要
ではあるが、神社参拝者や来訪者からの評価の対象になるものではない。
やはり、最低でも神社の厳かさや重要文化財としてのイメージを損なわな
い配慮や工夫は必要であり、特に拝殿や奥の院など神社としての本質価値
を感じさせるエリアでは、極力違和感のない後始末が、より「ほんもの」
感を生み出す。上記の観点から、改善を行った方がよいものを例示する。



「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
大瀧神社・岡太神社の実地調査

設備についての課題 （建物や付随物の管理状態や配置、
  

妥当性に関わるもの）

耐久性が管理されているとは思えない展望台（上宮）管理されているとは思えない施設（道がない）（上宮）
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「情報」の項で課題にあげた「誰に」「何のために」「何を」「どのように」「どう」伝えるかの方針やルールが未整備の前段階として、
大瀧神社と岡太神社のいわれや成り立ち、位置づけについて、初来訪者であっても共感理解がえられる情報の整理と提供が必要と思われる。

「日本で唯一の紙の始祖（岡太神社）」「名棟梁大久保勘左衛門による美しさと複雑さを併せもつ唯一の社殿（大瀧神社）」「国の重要文化財」
「里宮と奥の院」など語るに余りあるストーリー性があるにも関わらず、二つの神社名が併記されていること、近隣に同表記の岡太（おかふと）
神社があることから、即時理解に繋がりにくい。

【改善ポイント】

わかりやすいストーリーを広めて唯一無二の価値観を高める。

STEP 4  「ほんもの」であることを示す
「ほんもの」とみなされ続けるための中長期的な方向性や戦略を立て実施する。

STEP3で洗い出された課題から、当該施設における「ほんもの」とみなされるために打つべき戦術は以下の2点と判断し、改善策を講じる。

1

●由来のわかりやすさ　
●情報の見やすさ　
●伝わりやすい情報形式　
●適切な情報量
●適切な表示方法
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初来訪でも理解しやすい、人に伝えやすい、両神社の由来、歴史、見るべきポイントなど、記憶に残り、共感を得やすいストーリーを明示する。
情報の拡散、伝播の効率を高めるため、公式プロフィールなど統一性や引用されやすい表現形式を工夫する。



今視察において、最も顕著な課題は維持管理方針および計画のなさである。

すでに「歴史」「伝統」といった「ほんもの」要素を強化するためには、「歴史」「伝統」から生み出される
「風格」「風情」「情緒」「重要」「貴重」から生じる「特別感」を社頭の管理を徹底し維持増幅させる必要がある。

【改善ポイント】
●この史跡が生み出すべき「価値」について「明文化」し、それに則って各管理方針を定め、管理基準を設ける。
●管理方針や管理基準を明らかにし、関係者で共有できるようにする。
●維持管理に必要な費用を明らかにし、予算措置をする。
●管理基準の充足の判断や予算措置の決定の権限と執行フローを明らかにする。
●5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動を実施し、平均的な施設の管理水準を理解習得する。
●定期的な管理基準の充足状況の確認を行う。
●定期的な管理方針、管理基準の見直しを行う。

伝統や歴史観に基づいて統一感を整備形成する。2
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大瀧神社・岡太神社の管理機能強化にむけて １．管理構造と機能の見直し

【現状の構造と機能】
年に1度の例大祭以外、日常的な管理維持に関する意識が関係者に薄い。

岩本
神社

岡太
神社

氏子

神明
神社

氏子 氏子

責任役員
代表役員（宮司）
執行機関

不老
神社

氏子

兼務神社
（十数社）

【現状の管理状態から推察される状況】
● 執行機関の施設管理意識が薄い、あるいは管理水準が低い。

● 全国的な神主不足から代表役員である宮司の兼務神社が多く多忙。

● 5月例大祭時には岡太講委員会が中心となり、氏子、和紙工業協同組合、寄進者等

　による人的・費用支援がある。氏子は岡太神社と崇敬神社の氏子との二重氏子となっ

　ているため、例大祭事同等の意識レベルで、大瀧神社・岡太神社の平時の維持管理
　に積極的に関わっていない。また、その意識も薄い。

●和紙工業協同組合は組合業務、通常業務に多忙で、常時大瀧・岡太神社の管理に
　関わっていない。また、神社からの要請もない。

●寄進者は祭事時に寄進をするが、日常の管理については関与する意識も機会もない。

大瀧神社 岡太神社

氏子

和紙工業協同組合

日常的な管理への
関与・意識レベル

強い・高い
薄い・低い

岡太講委員会

寄進者

【改善案】
支援組織をつくり、日常的な神社への理解と関わりを関係者や地域に深め、維持管理を共通課題化する。

氏子

氏子 氏子

責任役員
代表役員（宮司）
執行機関

氏子

兼務神社
（十数社）

【能動的な組織の設立と機能】
●既存の例大祭時の組織である岡太講委員会と既存寄進者をベースに新たな組織（奉賛会（仮称））をつくる。
　
●神社の将来ビジョン策定・施設運営管理・地域啓蒙の主たる活動の中心となり、神社の維持発展を支援する。

    
●定期的な祭礼を実施する中で、定期継続的な寄進や支援が得られる全国的な会員の拡大を図る。

をプログラム化提供し、どな」さか豊の境環然自の辺周「」化文と史歴の域地や社神「に校学や域地●
　教育啓蒙の機会を設け、神社への親密度を高める。

● 公式ホームページやSNSを開設し、積極的な情報発信を図る。 

● 観光客向けのツアー、イベントを企画し、参拝者増を図る。

大瀧神社 岡太神社

氏子

岡太講委員会

寄進者

奉賛会（仮称）

地域・学校
岩本
神社

岡太
神社

神明
神社

不老
神社

啓蒙・教育

和紙工業協同組合
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【現状から推察される状況】

御朱印 絵馬

① 授与品

短冊

② 祭り・祈祷

例大祭（毎年5月）、33年毎の「式年大祭（33年毎）、御神忌（50年毎）を実施
大瀧神社のみ秋祭りを開催

＊写真はhttps://okumiya-jinja.comより引用

③ 寄進

大瀧神社・岡太神社の管理機能強化にむけて 2．安定的な社入金の確保

【現　状】
総じて社頭の維持管理に必要な費用を常時捻出する努力や工夫が見えない。

【改　善】
事業承継や物理的な社頭の維持管理のためには能動的な安定した社入金確保の取り組みが必須。

① 神社の性格、雰囲気、ストーリに基づいた授与品の開発
●お守りや御籤、御朱印は訪問記念としの購入以外に、それを入手するための目的化しやすいため
　新規観光客等のインセンティブとなる。

● 祈祷札は一旦購入すると年に1回の定期購入化が容易に図れる。

神社の個性を反映した授与品の例

下鴨神社（京都）伊勢熊野大社（山形） 神田明神（東京）

祈祷札 鷲神社（東京） 守り砂 大本山大聖院（広島）祈祷札 加茂神社（宮城）

② 祭事の開催と祭事に紐づく寄進の習慣化
● 例祭の外、歳旦祭、元始祭、 祈年祭、紀元祭、昭和祭、神嘗奉祝祭、明治祭、新嘗祭、天長祭等の祭事諸祈願、
　諸祓いなどを行い、寄進をしやすい機会を設ける。

③奉賛会等支援者の組織化と情報提供 
● 紙祖神という性格から支援者の対象を全国化することが可能なため、既存組織や寄進者をベースに支援組織
　の拡大と充実を図る。WEBやSNSを通して情報・サービス提供や寄進がしやすい環境を整備する。

山内神社（高知）

＊写真は各神社のオフィシャルサイト、またはじゃらんnet持ち歩きたくなる「お守り」がある寺社おすすめ33選より引用
●訪問の記念として常時入手可能な授与品は御朱印のみ。その御朱印も1.5km離れた和紙の
　里のパピルス館でカウンター上で販売されており、ありがたみや神性は感じられない。

●絵馬も同様にパピルス館での販売となるが、和紙の絵馬づくり体験によるものなので入手に
　は手間がかかる。短冊については何の案内もない。

●毎年3日間にわたって実施される例大祭は地域あげての催事となるが、その他については境
　内等含めて何の案内もない。

●寄進は92年の重文指定時の記念事業の寄進者が掲示されているのみだが、2018年には
　1300年祭として例大祭を行い寄進を集めた。いずれも高額な寄進が集まった。
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アドバイザー
西畑 敏秀 仁愛女子短期大学 生活科学学科 教授

目前に新幹線開業が迫る中、NHK大河ドラマに紫式部がとりあげら

れ、大河記念館開館による観光客増は越前市の認知度向上のまたと

ない機会である。この機会に得る「越前市と出会う人々」が大河ブーム

や、新幹線開業ブームが去った後も再訪してみたくなる「越前らしい」

「ほんもの」を生み出して行くことが、永続的な観光客増ひいては定住

化を進めるためには必須である。

今回提言した地域ブランド名称やロゴは考え方の一例であるが、比類

無き歴史や文化を有する地域らしさをわかりわすく、伝わりやすくする

ことは、今後の展開においても要諦であると考える。

また観光資源としての価値の高い「武生公会堂記念館」「大瀧神社・

岡太神社」については初訪問の観光客目線での課題をあげた。

いずれもより「ほんもの」度合を高めるための一つの視点として活用頂

けたら幸甚である。


